
公益社団法人天童青年会議所 2024 年度 事業計画書 

 

連携増強委員会 

委 員 長：鈴木 基弘   委員：三宅 秀典 

副委員長：國井 杏輔    委員：土屋麟太郎 

副委員長：窪木 太一   委員：須藤 晃  

幹  事：豊島 陸 

 

＜事業名＞ 

１．対話を通して市民との相互理解を深める事業の開催 

２．天童ひまわり園への訪問 

３．JC杯球技大会の開催 

４. まちづくり事業に関わる各種諸団体との連携及び協力 

５．全員で取り組む会員拡大 

６．積極的な出向ならびに出向者への支援と各種大会への積極的な参加 

７．関係諸団体との連携を通じたまちづくり事業への協力 

８．ブランディング確立に向けた運動の推進 

９．その他 

 

＜基本方針＞ 

私たちはこれまで、地域の人びとや行政をはじめ関係諸団体からの協力があるからこそ、

より効果の高い運動が実現できています。これまで築き上げてきた関係性を大切に、協力

体制を今以上に強化させていくことが、将来を見据えたより良いまちづくりには重要です。 

まずは、市民と魅力あるまちを共に創っていくために、直接互いの意思を伝え合い、考

えや想いを共有する事業を行います。そして、相手を思いやる心を育むために、歴史ある

事業をともに継続してきた団体と協働し、天童ひまわり園への訪問事業を行います。さら

に、青少年の健全育成のために、長年一緒になって事業を作り上げてきた天童市サッカー

協会とともに、JC 杯球技大会を開催します。また、まちづくり事業に関わる各種諸団体と

関係性を深めるために、まちの魅力ある事業に積極的に協力を行います。 

市民や関係諸団体との関係性をさらに深めた私たちは、地域からより必要とされる組織

となり、魅力あふれる天童を実現します。 

 

＜事業概要＞ 

 

１．対話を通して市民との相互理解を深める事業の開催（例会） 

日 時：2024 年 6 月 27 日（木） 

場 所：天童市内 



対象者：一般市民 

内 容：直接コミュニケーションを交わし、互いの意思を伝え合う事業を行います。 

 

２．天童ひまわり園への訪問（例会） 

日 時：2024 年 5 月 16 日（木）（予定） 

場 所：矢野目公民館矢野目集落センター 

対象者：天童青年会議所メンバー 

      社会福祉法人天童まいづる会 障害福祉サービス事業所 天童ひまわり園 

協 力：特定非営利活動法人 ふれあい天童 

内 容：ふれあい天童様、天童ひまわり園様と協力し、交流を通じて相手を思いやる

心を育む事業を開催します。 

 

３.JC 杯球技大会の開催 

日 時：2024 年 9 月 28 日（土）29 日（日）（予定） 

場 所：天童市スポーツセンター 多目的広場（予定） 

対象者：天童市内少年サッカーチーム 

内 容：天童市サッカー協会と協力し、JC 杯球技大会の企画、運営を行います。 

 

４. まちづくり事業に関わる各種諸団体との連携及び協力 

 

４－1地域で行われるまちづくり事業に関わる各種諸団体と関係性を深めるために、まち

の魅力ある事業に参画します。 

 

４－２天童夏まつりへの参画 

日 時：2024 年 8 月 9 日（金） 

場 所：天童市内 

対象者：天童青年会議所メンバー 

内 容：天童夏まつりの神輿パレードに神輿の担ぎ手として参画します。（予定） 

 

５．全員で取り組む会員拡大 

 

６．積極的な出向ならびに出向者への支援と各種大会への積極的な参加 

 

７．関係諸団体との連携を通じたまちづくり事業への協力 

 

８．ブランディング確立に向けた運動の推進 

 



９．その他 

 

 

＜年間スケジュール＞ 

別紙にて 

 

＜予 算＞ 

別紙にて 

 

＜年間テーマ＞ 

積極性をもって関り、相手に対して感謝する。 

 

＜委員長コメント＞ 

市民や行政、各種諸団体と築き上げてきた協力体制は、天童青年会議所の財産の一つで

す。協力体制を強化するために、これまで以上に私たちから積極的にアプローチし協働す

る機会を重ね、普段から気兼ねなく声の掛け合える関係性となるよう、まちづくり事業へ

能動的に参画して参ります。これまでの財産を大切に守りながら大きなものとなるよう努

力します。 

 

2024年度 年間事業計画書（案）前回までの流れ（意見と対応） 

連携増強委員会 

 

● 第 2回予定者会議 ● 開催日 2023年 10月 4日 （水） 協議 

 

意見 1： JC杯球技大会はサッカー協会と協力体制を継続させるために行っていたので

すか。 

対応 1： 連携に特化した委員会で行う意味を考えて協力体制を継続させるためにと記

載していましたが、JC杯球技大会の目的について再考した結果、担当委員会

が変わったとしても、やはり根底にある目的は変わってはいけないと理解しま

した。したがって「将来を担う青少年の健全育成のために」という文章を目的

として記載させていただきました。 

意見 2： JC杯球技大会の目的は健全育成のためです。継続してきた事業の根底にある

目的は担当委員会が変わったとしても目的は変わりません。 

対応 2： 根底にある目的は変わらないと理解しました。したがって「将来を担う青少年

の健全育成のために」という文章を目的として記載させていただきました。 

意見 3： 背景、効果にある関係諸団体とはどの団体ですか。 

対応 3： これまで各事業で協力してきた団体です。 

意見 4： 連携増強の「増」の部分でイメージしていることはありますか。 



対応 4： 今まで関係していない団体を増やすことも重要ですが、今まで関係をもってき

た団体とより一緒になって協働する機会を増やしたり、関わりを深めたりする

ということが増に対してのイメージです。 

意見：5 市民から共感を得た運動が、魅力あるまち天童を実現します。という文章に違

和感があるので精査お願いします。 

対応：5 「市民から共感を得た運動により魅力あるまち天童を実現します」に修正しま

した。 

 

● 第 3回予定者会議 ● 開催日 2023年 10月 18日 （水） 協議 

 

意見 1： 手法の 2文目の目的に主語がないので、誰を対象としているかわかりません。 

対応 1： 「相手を思いやる心を育むために」に修正いたしました。 

意見 2： 効果の部分の「市民から共感を得た運動により魅力あるまち天童を実現しま

す」とありますが、この書き方ですと来年度には共感を得る運動をすでに行

いっている文章に感じます。再考お願いいたします。 

対応 2： 効果の部分全体を再考しました。「市民と関係諸団体との関係性をさらに深

めた私たちは、地域からより必要とされる組織として、魅力あるまち天童を

創造します。」に修正しました。 

意見 3： 手法 1文目、共有が目的ではなく、その意見を次年度に引き継ぐことが重要

だと思う。 

対応 3： 手法 1文目目を「市民と考えや想いを共有し、魅力あるまちを創っていくた

めに、直接互いの意思を伝え合う事業を行います。」に修正しました。 

意見 4 高校生の集客方法はどのように考えていますか。 

対応 4： 高校の授業で私たちの事業を行えないか考えております。 

意見 5： 高校生からどのような意見を求めたいか？ 

対応 5： これから社会に出ていく若い世代のまちに対してのニーズを知りたい。 

意見 6： 事業概要 1 我々の事業の発表会になってしまうのではないか？子供議会と

やっていることが似ていると思う。天童市出身の生徒でないと意見をうまく

すくえないと思う。今の段階では、対象者は一般市民でもいいのではないか？ 

相互理解、対話という部分において、ある程度天童のことを理解していただ

いている方から意見をもらった方が良いのではないかと思います。 

対応 6： こども議会と似た手法にはなりますが、内容によって得られる効果は違うと

考えます。また、外から見た天童という視点も重要な意見だと思います。対

象者を一般市民に広げました。高校生との相互理解については時間を設け私

たちの運動を生徒に説明することで理解に近づくと考えます。また、今後事

業構築をする際、理解を深める手法を模索していきます。 

意見 7： 連携することは重要だなと思うような事業が大事だと思う。スキームを作る

と一番いいと思う。高校生という対象者が出たが、高校生も年間スケジュー

ルが決まっているので早い打ち合わせが必要だと思います。参加促進が大事

なのでその辺も考えていただきたい。 

対応 7： 基本方針やこれからの事業構築に活かしていきます。 

 

● 第 4回予定者会議 ● 開催日 2023年 11月 01日 （水） 
協議 

審議 

 

意見 1： 効果の部分の創造については 0から 1を生み出すイメージだと思うのでそう

いった意味合いでない場合は、文言を精査してください。 



対応 1： 精査し創造を実現に修正しました。 

意見 2： 背景の繋がりが見えない。市民や～展開していく必要があります。とありま

すが、なぜそれをしなければならないのかわかるような書き方にしてくださ

い。 

対応 2： 背景の二文目を精査し「これまで築き上げてきた関係性を大切に、協力体制

を今以上に強化させていくことが、天童青年会議所の発展には重要です。」に

修正しました。 

意見 3： 手法１文目この目的にするのであれば、内容が足りないです。共有して終わ

るだけではだめだと思います。この目的のために何か手を加えていくのか次

回までに示してほしいです。 

対応 3： 現段階では高校生と魅力あるまちづくりについてグループワークを行い、出

てきた案を事業として実施することを考えています。しかし、来年度中に実

施できるかどうかは、案の内容にもよります。 

意見 4： 来年近隣ＬＯＭと何か連携をはかるのであれば、次回まで記載できるものが

あれば、記載してください。 

対応 4： 近隣のＬＯＭとも連携をとっていきたいという想いはございます。しかし事

業概要に明確に書けるものは今のところございません。まずは、近隣のＬＯ

Ｍと連絡をとり、何か連携できることはないか模索していきます。 

 

● 第 5回予定者会議 ● 開催日 2023年 11月 15日 （水） 
協議 

審議 

 

意見 1： 手法の最後の部分で「積極的に参加、協力」とありますが同じ意味のように

思います。検討いただければと思います。 

対応 1： 精査し「積極的に協力を行います。」に修正しました。 

意見 2： 手法の最後の部分を「協力」に修正すると「協力」という単語が多くなり違

和感がありますので、精査してください。 

対応 2： 協力という単語を多く繰り返していたので、手法の部分にある協力という単

語を適正な単語に修正しました。 

意見 3： 背景の２文目の「天童青年会議所の発展には重要」とありますが、全体をも

う一度見て文言を精査してください。 

対応 3： 背景の２文目最後の部分を「将来を見据えたより良いまちづくりには重要」

に修正しました。 

意見 4： 事業概要の１番について、事前意見に記載してある内容ですと、理事長所信

とずれてくると思います。今後もう一度検討してください。 

対応 4： 委員会にて議論し、検討させていただきます。 

 


